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Ｕ
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者
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育

平
　
　
田

隆
　
夫

　
労
働
老
教
育
の
萌
芽
は
、
す
で
に
一
世
紀
以
前
、
こ
の
領
域
に
於
け
る
先
駆
者
ら
の
実
践
的
活
動
の
中
に
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
・
例
え
ば
、
約
一
〇
〇
年
以
前
に
於
て
、
デ
ソ
マ
ー
ク
の
詩
人
○
、
自
目
ｑ
汁
、
拭
は
、
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
た
め
国
早
、
同
等
学

校
（
計
・
５
・
・
毛
ひ
ユ
昌
；
勺
・
宅
一
葦
・
）
の
設
置
を
提
案
し
、
七
〇
年
以
前
に
、
フ
ラ
ソ
ス
の
労
働
組
合
指
導
考
、
、
。
■
。
巨
汁
一
、
、
．
勺
．
は
、

労
働
収
引
所
（
－
ｗ
；
秦
。
・
含
箏
睾
邑
）
を
、
労
働
者
の
団
結
と
そ
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
の
教
育
の
場
と
考
え
た
。
又
英
因
の

旨
ｐ
豪
巨
島
６
．
＞
．
は
、
五
〇
年
以
前
、
労
働
老
教
育
協
会
（
！
く
昌
ぎ
５
、
昌
。
。
、
庄
。
目
、
一
＞
。
。
。
。
。
。
一
、
庄
。
。
）
を
組
織
し
て
い
る
。
し
か
し
乍

ら
・
組
織
的
運
動
と
し
て
労
働
考
教
育
計
画
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
比
較
的
新
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
英
国

並
び
に
ス
ヵ
ソ
ヂ
ナ
ビ
ャ
諸
国
に
於
て
は
、
二
〇
世
紀
の
十
年
代
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
か
け
て
で
あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
に

於
て
も
、
大
体
一
九
二
〇
年
以
後
○
こ
と
に
属
す
る
。

　
労
働
者
教
育
は
、
後
に
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
第
一
次
的
に
は
、
労
働
組
合
白
身
に
よ
つ
て
計
画
さ
れ
、
実
施
せ
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
・
事
実
各
国
に
於
て
は
、
現
在
労
働
組
合
中
央
機
関
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
加
盟
す
る
主
要
労
働
組
合
又
は
、
１
，
Ｏ
他



の
組
合
が
、
独
自
の
労
働
者
教
育
計
画
を
立
案
し
、
こ
れ
を
実
行
し
て
い
る
。
し
か
し
組
合
の
こ
の
領
域
に
於
け
る
人
的
並
び
に
財

的
資
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
充
分
に
は
組
合
員
の
要
望
に
応
え
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
日
労
働
組
合
以
外
の
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

諸
機
関
が
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
労
働
老
教
育
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ゴ
ツ
シ
一
に
よ
れ
閉
、
労
働
老
教
育
を
担
当
す
る
機

関
は
、
こ
れ
を
次
の
五
つ
に
類
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
働
労
働
組
合
、
協
同
組
合
、
使
用
老
等
の
職
業

団
体
、
ｏ
労
働
考
教
育
団
体
並
び
に
文
化
団
体
、
◎
大
学
、
ｏ
官
公
庁
、
◎
諸
国
際
団
体
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
機
関
は
、

ゴ
ツ
シ
ユ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
諸
機
関
と
無
関
係
に
単
独
で
、
ン
、
の
教
育
活
動
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
二

つ
又
は
そ
れ
以
上
の
機
関
が
、
相
互
に
協
同
し
て
、
労
働
者
教
育
活
動
を
分
担
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
か
く
て
我
六
が
当
面
の
課

題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
大
学
の
労
働
者
教
育
活
動
も
、
大
学
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
労
働
組
合
、
労

働
者
教
育
団
体
並
び
に
官
公
庁
等
と
の
協
力
関
係
に
於
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
大
学
は
広
汎
な
労
働
者
教

育
活
動
の
一
領
域
を
分
担
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
大
学
が
一
つ
の
機
関
と
し
て
、
労
働
者
教
育
活
動
に
参
加
す
る
に

至
っ
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
比
較
的
新
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
大
学
が
こ
の
領
域
に
於
け
る
責
任
を
分
担
す
る
に
至
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

こ
と
は
、
最
近
の
労
働
者
教
育
の
発
展
過
程
に
於
て
、
最
も
注
口
に
値
い
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
引
。
そ
う
し
て
か
か
る
傾
向

は
、
特
に
一
九
四
四
年
以
後
の
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
、
顕
著
に
伺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
労
働
者
教
育
関
係
専
門
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

に
よ
っ
て
指
楠
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
て
も
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
今
日
大
学
は
、
他
の
閑
係
諸
機
関
と
と
も
に
、
労
働
者
教
育
計
画
に
匁
加
し
、
そ
の
一
部
を
分
担
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
元
来
大
学
は
労
働
者
教
育
の
如
何
な
る
分
野
を
担
当
す
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
大
学
の
分
担
す
る
労
働

者
教
育
の
範
囲
ヤ
内
容
は
、
各
国
に
於
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
又
そ
れ
ら
は
固
定
的
な
も
の
で
も
あ
り
得
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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（
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一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
三
五
二
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

こ
の
間
題
は
・
要
す
る
に
・
大
学
が
、
労
働
老
教
育
に
於
て
、
紹
な
る
役
割
を
演
ず
べ
き
か
と
一
一
一
一
口
う
こ
共
一
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
・
大
学
が
担
当
す
べ
き
固
有
・
労
働
老
教
育
分
野
又
は
大
学
の
志
可
能
と
さ
れ
る
労
働
老
教
育
の
範
囲
は
、
何
で
あ

る
か
と
言
う
こ
と
で
奮
・
羊
一
う
し
て
こ
の
問
題
に
答
一
る
た
め
に
は
、
先
ず
労
働
者
教
育
と
は
如
何
奪
こ
と
を
意
味
す
る
か
、

す
奪
ち
二
般
に
労
働
老
教
育
の
範
囲
並
び
に
内
容
が
、
韓
に
於
て
、
如
何
に
規
定
苫
れ
理
解
苫
れ
て
い
る
か
を
、
一
応

明
ら
か
に
す
る
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
－
。
乏
ニ
ニ
。
ミ
§
；
一
ミ
妻
§
ミ
ミ
菱
一
二
妻
姜
、
塞
ミ
ミ
ニ
三
軍
。
・
、
一
、
汁
一
。
目
、
二
・
、
げ
ｃ
。
、
宍
。
、
、
一
。
考
・
く
。
；
・
一
・

　
　
６
Ｌ
．
言
９
一
り
鼻
事
・
。
。
。
－
自

　
の
室
易
７
・
＞
ミ
勺
二
・
。
・

３
－
。
一
二
書
一
二
．
勺
．
ト
ミ
向
・
§
き
；
麦
妻
一
麦
．
婁
ニ
ニ
ー
べ
・
三
。
三
。
。
。
目
一
・
；
－
ミ
ミ
朴
、
、
い
．
ミ
一
、
。
、
こ
。
、
、
、
；
、

　
　
ｇ
き
婁
ミ
；
・
、
・
一
Ｌ
竃
．
勺
．
Ｈ
９

　
　
　
　
　
　
　
　
二

労
禦
箒
一
葦
套
、
書
・
書
二
婁
實
げ
、
一
一
、
；
…
、
一
、
一
一
、
。
、
汁
、
、
、
、
、
。
一
？
臼
義
商
家
に
す
る
こ
と
は
、
現
在
必
ず

し
喜
毫
簑
い
・
労
働
姦
育
の
範
囲
並
び
に
内
冨
、
各
国
に
於
て
区
毛
膏
、
受
鷲
の
業
や
窟
箇
の
性
格
に

よ
っ
て
相
連
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
圃
の
杜
会
的
・
経
済
的
発
展
ｏ
稚
度
、
文
化
水
準
、
労
働
条
件
、
労
働
組
合
の
猪
カ
ヤ
性
格
、

箒
程
度
？
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
、
フ
ラ
ソ
ス
の
一
、
、
。
、
ひ
、
、
伽
、
。
で
、
一

ネ
ス
一
窄
催
し
た
労
働
姦
育
に
閑
す
る
セ
ー
ナ
ー
に
於
て
は
、
汽
書
が
討
論
し
た
策
、
す
べ
て
畠
、
忘
川
す
る
驚

喜
撃
筈
の
裏
は
奇
能
で
あ
る
と
・
緒
諭
に
連
し
た
が
、
こ
れ
は
福
裏
育
の
此
、
警
姦
性
や
、
物
語
る
き
と
一
一
一
一
口
、
ん



よ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
労
働
者
教
育
は
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
現
代
に
於
て
、
成
人
教
育
（
＞
一
三
二
…
一
一
；
茎
；
一
■
・
葦
・
茅
・
－

一
一
、
、
、
一
、
巨
、
Ｅ
．
一
。
ｑ
）
〇
一
分
野
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
、
ま
す
ま
す
そ
○
重
要
性
を
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
い
万
国
に
通
用
す

る
厳
密
な
労
働
者
教
育
の
定
義
は
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
諸
国
に
於
け
る
労
働
老
教
育
の
計
画
並
び
に
実
践
を
基
礎
と
し
て
、
少
く

と
も
主
要
産
業
国
家
に
共
通
す
る
労
働
老
教
育
の
範
囲
並
び
に
内
容
を
検
討
し
、
成
人
教
育
の
特
種
部
門
を
形
成
す
る
労
働
者
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
一
〕

の
輪
廓
を
描
く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
我
六
は
、
必
要
限
度
に
於
て
、
次
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
労
働
者
教
育
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
っ
て
、
我
Ａ
に
有
力
な
手
懸
り
を
与
え
る
も
の
は
、
国
際
労
働
機
関
、
す
な
わ
ち
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
、
こ
の
間
題
に
関
し
て
準
傭
し
た
資
料
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
一
九
五
七
年
十
二
月
九
目
か
ら
十
四
日
ま
で
、
ゼ
ネ
バ
に

於
て
、
　
「
労
働
者
教
育
の
実
践
的
諸
間
題
」
を
議
題
と
し
て
、
労
働
老
教
育
関
係
専
門
家
の
会
議
を
開
催
し
た
。
ン
、
の
際
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
二
〕

務
当
局
は
、
討
議
の
参
考
と
し
て
若
干
の
資
料
を
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
つ
を
中
心
に
し
て
、
労
働
老
教
育
の
範

囲
並
び
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ン
、
れ
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
労
働
老
教
育
計
画
は
、
国
六
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
る

が
、
な
お
ン
、
の
間
に
共
通
の
目
標
乃
至
目
的
が
存
す
る
と
の
前
提
の
下
に
、
労
働
老
教
育
と
し
て
は
、
大
体
次
の
三
つ
の
解
釈
が
成

　
　
　
　
　
　
１
）

立
つ
と
し
て
い
る
。

　
第
一
は
、
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
出
来
る
だ
け
広
汎
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
組
合
教
育
、
自
由
乃
至
一
般

教
育
、
職
業
的
並
び
に
技
術
的
教
育
、
文
学
及
び
美
術
教
育
等
の
す
べ
て
を
ン
、
の
中
に
包
含
す
る
。
ン
、
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
何

れ
を
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
源
や
教
育
機
関
の
実
情
を
に
ら
み
合
せ
、
各
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
種
事
情
の
下
に
於
け
る
必

要
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。

　
第
二
は
、
労
働
者
教
育
を
、
第
一
次
的
に
は
経
済
的
・
杜
会
的
問
題
に
か
か
わ
ら
し
め
、
先
づ
労
働
者
を
彼
白
身
の
労
働
組
合
並

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
三
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
三
五
四
）

び
に
そ
の
他
の
機
関
の
協
力
の
下
に
教
育
し
、
労
働
老
の
権
利
が
何
ん
で
あ
る
か
を
知
ら
し
め
、
か
つ
こ
れ
を
擁
護
し
、
労
働
老
と

し
て
又
国
民
並
び
に
国
際
杜
会
の
一
員
と
し
て
の
彼
の
義
務
を
遂
行
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場

合
は
・
第
一
の
場
合
よ
り
労
働
者
教
育
の
範
囲
が
狭
く
理
解
せ
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
職
業
的
．
技
術
的
教
育
、
そ
の
他
も
必
要
に

応
じ
て
と
り
入
れ
ら
れ
る
。

　
第
三
は
、
更
に
一
段
と
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
縮
少
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
職
業
的
．
技
術
的
教
育
が
除
外
さ
れ
、
何
等

か
の
方
法
に
よ
っ
て
労
働
運
動
に
参
加
す
る
労
働
者
の
活
動
の
準
傭
と
し
て
、
彼
等
の
知
的
能
力
と
杜
会
的
効
果
を
増
進
せ
ん
と
す

る
す
べ
て
の
教
育
的
活
動
と
解
釈
さ
れ
る
。
な
お
労
働
老
教
育
は
、
労
働
組
合
を
し
て
、
そ
の
組
合
員
の
経
済
的
．
杜
会
的
福
祉
の

擁
護
と
増
進
の
た
め
の
一
層
効
果
的
な
信
頼
に
値
い
す
る
機
関
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
、
換
言
す
れ
ば
、
労
働

老
教
育
は
、
労
働
組
合
教
育
（
ご
己
９
；
旨
・
邑
昌
）
で
あ
る
と
の
解
釈
は
、
大
体
こ
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
、
右
の
ご
と
く
広
狭
三
様
に
限
定
し
た
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
一
般
的
に
労
働
者
教
育
を
次
の
ご
と
く
瑛
解
し

て
い
る
・
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
労
働
老
に
、
彼
等
が
そ
の
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
よ
う
援
助
し
、
彼
等
の
労
働
組
合
並
び
に
こ
れ

に
関
連
す
る
諸
機
能
を
一
層
適
切
に
遂
行
し
、
か
つ
机
代
杜
会
の
経
済
並
び
に
杜
会
生
活
に
一
層
有
効
に
参
加
す
る
の
に
役
立
つ
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

養
を
与
え
ん
と
す
る
す
べ
て
の
教
育
的
活
動
で
あ
る
。
ゴ
ツ
シ
ユ
の
労
働
者
教
育
の
定
義
も
、
大
体
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
彼
は
国

際
労
働
事
務
局
○
職
員
で
あ
り
か
つ
表
現
方
法
も
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
掲
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
籔
料
は
、
彼
が
主
と
し
て
準

傭
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
は
別
と
し
て
、
こ
の
資
料
は
、
更
に
進
ん
で
労
働
者
教
育
の
必
要
性

（
。
一
一
；
葦
。
；
＝
毒
一
５
、
詐
言
す
れ
ば
、
働
一
般
礼
会
経
済
喉
情
に
基
く
必
要
性
、
¢
オ
労
働
肯
並
び
に
ン
、
Ｏ
代
表
者
が
営
む
機
能
に

基
く
必
要
性
と
他
の
教
育
的
諸
領
域
（
・
一
一
；
隻
・
；
；
・
一
一
一
ぴ
）
の
二
つ
ｏ
観
点
か
ら
、
労
働
＊
教
育
ｏ
範
閉
を
、
一
噌
。
バ
体
的
に
限
定



　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

す
る
こ
と
を
試
み
て
ピ
、
労
働
考
教
育
が
労
働
老
の
現
実
的
必
要
か
ら
要
請
さ
れ
、
か
つ
こ
の
必
要
を
充
足
す
る
も
○
で
な
け
札

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
か
か
る
必
要
性
が
、
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
制
約
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
し

か
し
労
働
者
教
育
の
本
質
を
理
解
す
る
手
懸
り
と
し
て
は
、
当
面
の
間
題
と
し
て
、
こ
れ
を
他
の
諸
教
育
的
活
動
と
比
較
し
、
ン
、
の

問
の
相
互
関
係
を
吟
味
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
ず
一
般
成
人
教
育
と
労
働
老
教
育
と
の
関
連
を
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
労
働
者
教
育
が
、
広
く
一

般
成
人
教
育
の
一
分
肢
で
あ
る
こ
と
は
、
労
働
者
教
育
関
係
専
門
家
の
多
数
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
１
Ｌ
Ｏ
も
又
こ
れ
に
同
調

し
て
い
る
。
し
か
し
労
働
者
教
育
は
そ
の
特
別
な
一
部
門
で
あ
り
、
一
般
成
人
教
育
が
、
杜
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
成
人
を
対
象

と
し
、
単
に
杜
会
・
経
済
間
題
、
技
術
問
題
の
み
な
ら
ず
、
広
く
保
健
、
衛
生
、
宗
教
、
文
化
、
芸
術
等
に
亙
る
諮
閉
題
を
も
と
り

あ
げ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
者
教
育
は
、
主
と
し
て
労
働
者
を
対
象
に
し
、
労
働
間
題
並
び
に
労
働
組
合
問
題
を
そ
の
主
褒
内
容
と

す
る
。
一
般
成
人
教
育
は
、
成
人
者
を
個
人
と
し
て
教
育
し
、
彼
等
の
個
人
的
能
力
の
仲
張
を
促
進
す
る
こ
と
を
□
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
労
働
者
教
育
に
於
て
は
、
労
働
省
を
単
に
個
人
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
所
属
す
る
杜
会
陪
級
、
些
青
す
れ
ば
、
労

働
糾
合
の
械
成
貝
と
し
て
教
育
す
る
こ
と
に
亙
点
が
お
か
れ
る
。
バ
ー
ル
マ
ソ
が
、
　
「
労
働
者
教
育
が
標
準
的
成
人
教
育
と
典
る
点

は
、
ン
、
れ
が
労
働
閉
趣
を
典
に
個
人
の
閉
迦
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
一
つ
の
集
閉
乃
至
祉
会
階
級
の
閉
胆
と
し
て
と
り
あ
げ
る
と

こ
ろ
に
存
す
る
。
か
く
て
ン
、
れ
は
農
業
脇
同
組
く
ｎ
に
閉
逃
す
る
教
育
沽
鋤
と
完
企
に
類
似
し
て
い
る
」
と
“
、
］
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

に
こ
の
点
を
桁
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
バ
ツ
シ
ユ
も
又
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
仙
。
し
か
し
乍
し
、
労
働
考
教
行
が
、
災
団
的

教
育
を
兀
奥
祝
す
る
と
は
言
へ
、
決
し
て
労
働
劣
ｏ
個
人
的
教
育
を
無
視
す
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
点
で
は
、
専
ら
成
人
考
を
伽
人

と
し
て
教
育
す
る
成
人
教
育
と
ン
、
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
成
人
教
育
に
於
て
も
、
労
働
閉
魎
ヤ
祉
会
・
経
済
閉
魎
が

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
三
五
五
）



　
　
　
立
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三
〇
一
三
至
一
一

取
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
両
老
は
共
通
の
基
盤
に
立
脚
す
る
も
の
で
青
、
労
働
裏
育
は
、
他
の
諸
教
育
的
領
域

乃
至
部
門
と
と
も
に
、
一
体
と
な
っ
て
、
一
般
成
人
教
育
の
一
分
肢
を
構
成
す
る
も
の
と
一
一
一
〕
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
成
人
教
育
と
労
働
老
教
育
と
の
一
般
的
閑
係
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
資
料
で
は
、
更
に
進
ん
で
、
労
働
者
教
育
と
杜

会
一
経
済
教
育
、
文
化
教
育
、
初
等
教
育
（
［
ぎ
；
・
×
彗
一
二
、
・
、
一
自
、
、
Ｋ
、
、
一
。
。
、
汁
、
。
、
一
）
等
と
の
関
連
を
追
求
し
て
い
る
つ
こ
れ
に
つ
い

て
、
次
に
略
述
し
よ
う
。

　
労
働
者
教
育
と
杜
会
・
経
済
教
育
と
は
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
労
働
者
教
育
の
中
核
を
な
す
も
の
は
杜
会
．
経
済
間
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
・
両
者
の
範
囲
は
、
殆
ん
ど
一
致
す
る
。
文
化
教
育
と
の
関
連
は
、
労
働
組
合
の
発
展
に
伴
う
労
働
者
の
杜
会
的
．
経
済
的

地
位
の
向
上
、
労
働
時
問
の
短
縮
に
よ
る
余
暇
の
増
大
等
に
基
き
、
文
学
、
音
楽
、
演
劇
、
美
術
等
の
文
化
的
教
育
が
、
労
働
者
教

育
の
一
部
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
か
か
る
阪
向
は
漸
次
増
大
す
る
勢
い
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
労
働
者
教
育
の
常

道
で
は
な
い
・
労
働
者
教
育
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
労
働
問
題
並
び
に
杜
会
．
経
済
間
題
が
主
体
で
あ
り
、
文
化
間
題
は
従
た
る
地

位
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
初
等
教
育
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
３
Ｒ
（
・
婁
二
曇
≠
、
ユ
庁
ご
お
、
、
一
、
一
、
、
一
ド
、
一
コ
一
。
汁
一
。
）
を
教
え
る
基
礎
教
育
、
　
日
本
流
に
一
一
一
口
え
ば
、

読
み
書
き
算
数
を
教
え
る
義
務
教
育
を
意
味
す
る
。
し
か
し
義
務
教
育
制
度
の
普
及
発
達
し
て
い
る
因
で
は
、
か
か
る
初
等
教
育
は

労
働
者
教
育
に
於
て
、
重
要
な
地
位
を
占
め
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
文
冑
率
の
一
。
ｎ
い
後
進
因
に
於
て
は
、

労
働
老
教
育
計
画
の
中
に
こ
れ
を
と
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
み
か
、
先
進
国
に
於
て
も
間
題
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
ソ
連
に
於
て

は
・
十
月
革
命
以
後
、
文
盲
者
を
一
掃
す
る
こ
と
が
先
決
間
題
と
さ
れ
、
全
く
○
文
盲
者
又
は
準
文
盲
者
○
た
め
特
別
な
学
校
が
”
〆
、

れ
荒
設
讐
れ
た
っ
そ
う
し
て
、
一
九
二
〇
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
〇
二
〇
年
問
一
一
、
前
者
、
一
は
望
千
万
人
、
箏
に
嵩
三
千



万
人
が
出
席
し
た
Ｃ
そ
の
結
果
、
一
九
三
二
年
に
は
、
国
民
の
九
Ｃ
％
は
読
み
書
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
Ｃ
年
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

文
盲
老
が
事
実
上
い
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
引
。
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
さ
え
、
現
在
全
然
学
校
教
育
を
う
け
な
か
っ
た
も
の
が
二
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

人
に
上
り
、
又
五
ヶ
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
な
い
た
め
、
事
実
上
○
文
盲
老
が
一
千
万
人
を
数
え
る
と
言
れ
る
。
従
っ
て
文
盲
労

働
老
の
多
い
後
進
国
に
於
て
は
勿
論
、
就
労
の
た
め
初
等
教
育
を
中
断
し
た
労
働
老
の
た
め
に
、
先
進
国
に
於
て
も
、
初
等
教
育
が

労
働
老
教
育
の
内
容
の
一
部
を
な
す
場
合
が
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
ヵ
の
よ
う
に
、
英
語
を
解
せ
な
い
欧
州
又
は
南
米
等
か
ら
の
移
佳

老
に
対
し
て
は
、
英
語
教
育
が
重
要
視
さ
れ
、
初
期
の
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
労
働
老
教
育
で
は
、
必
ず
こ
れ
が
ヵ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
組
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
周
如
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
初
等
教
育
は
、
元
来
義
務
教
育
と
し
て
国
家
が
担
当
す
べ

き
で
あ
り
、
労
働
老
教
育
と
し
て
は
、
常
道
で
は
な
い
。
労
働
老
教
育
と
し
て
こ
れ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
あ
く
ま
で
国
家

的
義
務
教
育
を
補
う
役
割
を
演
ず
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
岐
後
に
労
働
煮
教
育
と
技
術
的
並
び
に
職
業
的
教
育
（
ざ
・
プ
己
邑
彗
ら
く
・
・
邑
・
一
邑
・
・
巨
・
隻
；
）
と
の
閑
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

元
米
労
働
老
教
育
の
内
容
を
構
成
す
る
間
趣
で
は
な
い
。
第
一
次
的
に
は
、
政
府
ヤ
使
川
者
が
担
当
す
る
の
が
本
肋
で
あ
る
。
し
か

し
乍
ら
、
こ
れ
が
絶
対
に
労
働
者
教
育
の
対
象
と
な
ら
な
い
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
迦
り
で
あ
る
。
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王
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目
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大
学
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平
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多
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９
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、
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；
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立
命
館
経
済
学
（
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十
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第
三
号
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三
二
　
（
三
五
八
）

向
麦
｝
婁
プ
こ
二
；
一
一
ミ
い
き
婁
一
ミ
；
ミ
ミ
・
～
き
ミ
葦
、
ミ
ミ
ミ
§
Ｌ
竃
ｍ
二
・
．
・
。
．

ゆ
Ｈ
（
一
茎
Ｐ
■
二
〇
雲
ミ
一
冬
一
§
く
…
ミ
婁
、
皇
ミ
ミ
Ｓ
；
ニ
ミ
い
ミ
ミ
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一
ミ
ニ
三
Ｈ
一
…
…
三
・
；
二
き
；
ニ
ヲ
、
ヲ
・
・
／
、
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７
０
．
ド
亨
げ
．
岩
竃
．
勺
．
一
ｓ
．

い
　
；
片
．
－
」
争
．
（
ま
．
ｃ
、
．
〔
、
“
二
Ｊ
．
Ｈ
○
。
．

〔
註
一
〕
　
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
労
働
者
教
育
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
」
　
（
大
阪
大
学
経
済
学
第
十
一
巻
第
一
．
二
合
併
号
）
に
於
て
、
不
完
全

　
乍
ら
、
一
応
の
解
明
を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
多
少
の
承
復
を
い
と
わ
ず
、
再
び
こ
の
間
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

「
一
註
二
〕
　
室
Ｏ
Ｏ
汁
三
〇
ｑ
（
ユ
■
土
）
Ｏ
Ｈ
サ
（
一
目
≠
、
一
肖
ぎ
易
．
戸
三
３
ご
○
Ｐ
Ｈ
♂
昌
一
．
○
｛
汁
ぎ
＞
０
ｑ
昌
一
，
一
『
ざ
い
Ｓ
言
§
、
〇
一
、
ミ
§
二
、
『
、
、
喜
ミ
い
、

　
、
、
ミ
ミ
一
ミ
、
§
零
一
ミ
；
嚢
．
○
；
ｏ
＜
２
．
岩
害
が
こ
れ
で
お
る
。
　
こ
の
外
に
、
　
ミ
ミ
ぎ
茅
ミ
ミ
Ｈ
ミ
ぎ
ミ
ミ
婁
ミ
ミ
、
ミ
ぎ
；
、
向
き
§
、
§
・

　
（
岸
Ｏ
昌
心
昌
艘
Ｏ
＞
。
ｑ
昌
（
訂
）
一
＼
～
§
一
婁
べ
一
ざ
、
ミ
き
一
一
ミ
ぎ
べ
一
ざ
ト
■
〇
二
一
二
、
ミ
、
ミ
一
～
ミ
ミ
、
ミ
ぎ
、
い
．
更
§
ミ
、
ミ
Ｓ
、
迂

　
オ
ミ
○
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
｝
“
葛
＼
ミ
・
、
ミ
ミ
ミ
＼
ｑ
“
ｓ
心
（
Ｈ
♂
ヨ
○
ｏ
○
箏
亡
さ
＞
ｏ
ｑ
２
一
（
ぎ
）
が
あ
ろ
。

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
我
六
は
以
上
に
於
て
、
主
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
○
資
料
を
手
懸
り
と
し
、
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者

教
育
は
、
専
ら
労
働
者
を
対
象
と
し
、
彼
等
宇
１
、
の
所
属
す
る
杜
会
集
団
、
特
に
労
働
組
合
と
の
関
連
に
於
て
と
り
あ
げ
る
労
働
細

令
教
育
が
中
核
を
な
す
こ
と
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
労
働
煮
教
育
の
範
囲
は
、
一
般
成
人
教
育
の
他
の
分
野
を
形

成
す
る
祉
会
・
経
済
教
育
、
技
術
乃
至
職
業
教
育
、
文
化
教
育
、
初
等
教
育
等
の
そ
れ
ソ
、
れ
と
、
相
互
に
部
分
的
に
は
重
復
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
の
内
容
や
程
度
は
、
諦
同
の
特
棟
箏
情
に
よ
っ
て
区
六
で
あ
る
。
労
働
米
教
育
の
円
周
は
、
成
人
教
育
の
他
の

諾
部
門
Ｏ
円
周
と
交
鉗
し
っ
つ
、
全
体
と
し
て
は
、
一
般
成
人
教
育
の
大
円
内
に
包
摂
さ
れ
、
ン
、
の
一
特
櫛
部
門
を
構
成
す
る
閑
係

に
ｔ
っ
て
い
る
。
か
く
て
我
々
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
先
に
労
例
考
教
育
の
範
胴
を
広
狭
三
康
に
Ｋ
劃
し
、
こ
れ
を
三
つ
Ｏ
類
型
「
ト
整
〃
し



た
所
以
を
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
つ

　
し
か
し
乍
ら
・
か
か
る
労
働
老
教
育
○
範
囲
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
１
、
の
内
容
と
密
接
不
可
分
○
関
連
を
も
つ
。

す
な
わ
ち
・
労
働
老
教
育
の
範
囲
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
と
と
乏
、
内
容
は
そ
の
範
囲
に
よ
つ
て
制
約
さ
れ
、
範

囲
と
内
容
と
の
問
に
。
は
、
相
互
依
存
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
労
働
者
教
育
の
範
囲
を
一
層
具
体
的
に
限
定
す
る
た
め

に
は
・
そ
の
内
容
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
は
又
労
働
者
教
育
の
実
施
方
法
や
技
術
と
も
関
連
す
る
間
題
で
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
前
記
資
料
に
於
て
削
、
こ
れ
を
倒
受
講
老
の
種
類
、
０
地
域
（
全
国
的
か
地
方
的
か
）
、
　
◎
実
施
機
関
並
び
に
そ
の
責
任
者

の
性
格
等
の
角
度
か
ら
規
定
し
て
い
る
が
、
我
六
の
当
面
の
課
題
は
、
大
学
の
実
施
乃
至
参
加
す
る
労
働
者
教
育
で
あ
る
か
ら
、
労

讐
教
育
の
内
容
を
一
般
的
に
検
討
す
る
：
は
、
紙
幅
の
関
係
婁
り
、
え
を
別
稿
に
譲
り
、
後
に
大
学
の
労
働
者
教
育
の
内

容
を
解
明
す
る
場
合
、
必
業
限
度
に
於
て
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
唯
こ
こ
で
は
、
１
・
・
が
労
働
者
教
育
の
範
囲
に

関
し
て
試
み
た
前
掲
の
ご
と
き
広
狭
三
様
の
類
型
が
、
西
欧
並
び
に
ア
メ
リ
ヵ
等
に
於
て
、
ど
の
範
囲
に
ど
の
程
度
採
用
さ
れ
つ
つ

あ
る
か
に
つ
き
・
大
学
に
重
点
を
き
て
、
概
馳
し
て
言
必
票
雲
。
蓋
し
え
は
、
後
に
大
学
が
実
施
し
又
隻
、
の
施
行
に

参
加
す
る
労
働
老
教
育
の
範
囲
並
び
に
内
容
を
見
定
め
る
の
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

先
ず
英
国
の
構
か
ら
説
明
し
占
”
。
英
国
に
淋
て
労
働
老
教
育
を
担
当
す
る
中
心
機
関
は
、
労
働
者
教
育
協
会
２
。
、
、
。
、
。
。
、
、
、
、
自
．

。
ま
。
；
一
ま
。
ｎ
．
９
き
Ｏ
自
）
で
あ
る
・
こ
れ
は
先
に
も
；
胃
し
た
ご
と
く
、
ヒ
ぎ
ユ
ン
、
Ｈ
彗
・
・
げ
ま
…
の
感
化
を
う
け
た
人
六
に
よ
つ
て
、

一
九
〇
三
年
創
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
、
協
同
組
合
等
の
団
体
の
み
な
ら
ず
、
個
人
も
こ
れ
に
加
盟
し
て
い
る
。
こ

れ
は
国
家
か
ら
補
助
金
を
交
附
さ
れ
、
各
地
方
に
支
部
を
設
置
し
て
、
政
党
や
宗
派
か
ら
全
く
独
立
し
た
立
場
で
、
労
働
者
教
育
を

実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
に
は
、
単
に
労
働
間
題
、
杜
会
・
経
済
問
題
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
、
哲
学
、
文
学
、
美
術
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
三
五
九
）

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
二
ニ
ハ
○
）

語
学
等
の
諸
問
題
が
包
含
さ
れ
、
こ
の
傾
向
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
労
働
者
教
育
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
多
分
に
成
人
教

育
的
内
容
を
も
つ
も
の
と
言
え
る
。
対
象
と
す
る
人
六
も
、
特
に
労
働
者
又
は
労
働
組
合
員
に
限
る
訳
で
は
な
く
、
広
く
一
般
大
衆

に
開
放
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
、
労
働
者
乃
至
職
員
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
労
働
老
教
育
協
会
の
教
育
計
画
に
対

し
て
、
筋
肉
労
働
者
は
余
り
関
心
を
示
さ
な
く
な
り
、
受
講
者
が
逓
減
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
一
九
一
九
年
に
は
、
そ
の
特
別
部
門

と
し
て
、
労
働
者
教
育
労
働
組
合
委
員
会
（
オ
・
寿
彗
。
・
．
畠
；
註
；
巳
箏
ぎ
・
；
一
昌
８
昌
昌
ま
８
）
が
組
織
さ
れ
、
主
と
し
労
働
組

合
員
に
対
す
る
教
育
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
ン
、
の
範
囲
は
、
厳
密
に
労
働
組
合
教
育
に
限
定
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
依
然
一
般
成
人
教
育
的
間
題
が
、
若
干
そ
の
教
課
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
英
国
に
於
て
、
成
人
教
育
に
対

し
て
の
み
国
家
の
補
助
金
が
交
附
さ
れ
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
成
人
教
育
的
性
格
の
強
い
こ
と
が
、
英
国
労
働
者
教
育
の

伝
統
で
あ
り
、
特
色
で
あ
る
の
に
帰
因
す
る
。

　
こ
れ
以
外
に
英
国
で
は
、
地
方
教
育
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
ヵ
レ
ッ
ヂ
を
設
置
し
て
成
人
教
育
を
実
施
し
、
又
現
在
一
連
の
い
わ
ゆ
る
労

働
大
学
（
；
ぎ
冒
Ｏ
昌
晶
・
）
が
、
労
働
組
合
と
提
携
し
て
、
組
合
指
導
老
の
た
め
に
杜
会
科
学
的
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
一
八
九
九

年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
創
設
さ
れ
た
－
｛
豪
琴
一
〇
；
晶
・
は
そ
の
最
十
口
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
は
、
ヨ
；
・
・
Ｐ
；
一
－

享
・
Ｐ
Ｏ
・
瓦
雷
邑
８
プ
等
の
諸
労
働
大
学
等
が
あ
る
。
更
に
英
国
労
働
者
教
育
協
会
の
労
働
者
教
育
方
針
に
反
旗
を
か
か
げ
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
下
に
、
独
白
の
労
働
老
教
育
を
提
供
し
て
い
る
も
の
に
、
　
一
九
〇
九
年
か
ら
発
足
し
た
全
国
労
働
大
学
評
議
会
（
；
－

；
冒
一
〇
・
；
邑
・
｛
［
註
；
・
Ｏ
・
寿
。
・
雲
）
が
あ
る
。
一
方
労
働
細
合
は
、
単
位
組
合
と
し
て
又
は
地
区
並
び
に
全
国
的
組
織
と
し
て
、

労
働
糾
今
会
議
を
逝
じ
、
そ
れ
ソ
、
れ
○
立
場
か
ら
、
独
立
○
労
働
者
教
育
沽
勅
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
一
一
一
〕
う
ま
で
も
な
い
、
、

　
か
く
の
ご
と
く
英
因
に
於
て
は
、
多
く
ｏ
機
閑
に
よ
っ
て
労
働
者
教
育
が
担
当
さ
れ
て
い
る
ｏ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
大
学
レ
し
○
関



連
に
於
て
考
察
す
れ
ば
、
英
因
の
諸
大
学
は
、
労
働
者
教
育
協
会
と
協
力
し
て
、
労
働
老
教
育
活
動
に
参
加
す
る
○
が
原
則
で
あ
る
、

し
か
し
労
働
老
教
育
協
会
と
は
無
関
係
に
、
大
学
白
身
の
労
働
老
教
育
を
実
施
す
る
場
合
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
で
も
、

美
術
、
地
方
史
、
国
際
間
題
等
の
一
般
成
人
教
育
的
分
野
が
、
そ
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
最
近
若
干
の

工
学
関
係
ヵ
レ
ッ
ヂ
で
は
、
労
働
組
合
の
要
請
に
基
き
、
特
定
労
働
組
合
員
の
た
め
に
、
技
術
的
教
育
を
も
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ

を
要
す
る
に
英
国
の
労
働
者
教
育
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
一
般
成
人
教
育
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
諸
労
働
老
教
育
機
関
の
間
に

適
当
な
分
業
が
行
わ
れ
、
重
点
的
な
労
働
老
教
育
が
実
施
せ
ら
れ
て
い
る
○
が
特
色
で
あ
る
。
磐
言
す
れ
ば
、
英
国
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

の
最
広
義
の
労
働
者
教
育
が
支
配
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
諸
大
学
が
、
か
か
る
労
働
者
教
育
活
動
に
於
て
、
非
常
に
重

要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
な
お
大
体
に
於
て
、
か
か
る
英
国
の
伝
統
を
踏
襲
す
る
も
の
に
、
ニ
ユ
ー
・
ジ
ラ
ソ
ド
が
あ
る
。
最
近
の
事
情
を
詳
に
し
得
な
い

が
、
こ
こ
で
も
英
国
の
よ
う
に
、
労
働
老
教
育
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
労
働
老
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
、
大
学
も
こ
れ
に
参
加
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
当
重
要
な
役
割
を
分
担
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
英
国
と
ほ
ぽ
同
様
な
事
情
に
あ
る
の
が
、
ス
ヵ
ソ
ヂ
ナ
ビ
ャ
諸
国
で
あ
引
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
も
、
労
働
者
教
育
の
範
囲
は
、
最

広
義
に
理
解
さ
れ
、
最
近
は
、
文
化
的
教
育
の
分
野
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
尤
も
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
や
フ
イ
ソ
ラ
ソ
ド

で
は
、
労
働
問
趣
や
労
働
組
合
の
諸
間
題
が
、
ス
エ
ー
デ
ソ
ヤ
デ
ソ
マ
ー
ク
に
比
較
し
て
、
よ
り
多
く
の
バ
ー
セ
ソ
テ
ー
ヂ
を
占
め

る
が
、
労
働
老
教
育
が
、
一
般
成
人
教
育
的
性
格
を
強
く
打
出
し
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
、
国
早
。
同
等

学
校
ヤ
労
働
大
学
も
労
働
老
教
育
を
担
当
し
て
い
る
が
、
英
国
と
同
様
、
ン
、
れ
ソ
、
れ
の
国
に
労
働
者
教
育
協
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ

が
中
心
と
な
っ
て
労
働
老
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
唯
英
国
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
大
学
が
、
こ
れ
、
り
の
労
働
者
教

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
三
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
三
六
二
）

育
活
動
と
直
接
に
関
連
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ヵ
ソ
ヂ
ナ
ビ
ャ
諾
国
に
於
て
は
、
大
学
教
授
が
個

人
的
資
格
に
於
て
労
働
者
教
市
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
学
が
一
つ
の
機
関
と
し
て
、
労
働
者
教
育
活
動
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
大
学
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
労
働
者
教
育
に
於
て
、
英
国
の
ご
と
き
重
要
な
る
役
割
を
果
し
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
。

　
○
Ｏ
　
　
Ｈ
目
汁
．
［
２
ダ
Ｃ
串
．
一
へ
も
．
、
“
．
勺
勺
．
Ｎ
０
ｏ
－
ｏ
ｏ
り
一
〇
〇
。
？
勺
．
ｏ
ｏ
○
¢
汁
ｏ
・
ｏ
“

　
の
　
　
Ｏ
｛
二
Ｈ
箏
汁
．
■
ｐ
げ
．
○
ヨ
ｏ
ｇ
ｏ
寸
．
、
｝
勺
勺
．
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
べ
．

ゆ
Ｏ
｛
二
峯
・
三
ｕ
・
；
こ
．
戸
一
、
ミ
芥
姜
、
寒
§
ミ
§
ぎ
Ｏ
§
一
事
辻
・
ぎ
一
三
Ｈ
ま
・
；
隻
・
；
一
Ｈ
Ｌ
争
・
冒
雰
く
一
婁
．
く
・
一
．
軍
ズ
・
・
閉
・

　
旨
亭
Ｈ
８
卜
署
雷
甲
違
一
０
８
〆
＞
』
．
彗
＝
）
昌
ダ
＞
．
岩
．
』
き
ミ
嚢
§
ミ
§
・
募
ミ
ミ
§
一
妻
．
Ｈ
ｏ
軍
事
旨
山
二
旨
ぎ
一

　
－
．
一
ト
き
ミ
■
き
ミ
ミ
§
．
Ｈ
ｏ
・
。
ｐ
勺
勺
．
Ｈ
ｏ
．
Ｈ
Ｉ
ｏ
．
ｏ
ｏ
．

↑
り
Ｏ
戸
冒
９
昌
・
三
字
旨
．
二
、
妻
婁
、
皇
ミ
ミ
§
ぎ
≧
§
Ｎ
§
～
・
ミ
三
ゴ
奪
；
ま
量
一
■
・
ぎ
；
寄
く
一
婁
．
く
・
一
乙
べ
．
多
．
ド

　
＞
？
Ｈ
８
・
。
１
弓
．
違
Ｏ
－
箪

　
伺
　
　
Ｏ
｛
二
〇
〇
〇
庁
ｐ
目
ｑ
－
）
ｏ
自
汁
ｋ
一
◎
寸
．
、
“
．
勺
勺
．
○
０
Ｎ
Ｉ
ヘ
ド
勺
勺
．
ｏ
岬
１
ｏ
メ
　
勺
づ
．
べ
Ｈ
－
べ
ｃ
〇
二
　
　
岩
オ
９
　
Ｑ
、
．
　
○
ミ
．
　
づ
勺
．
－
ｏ
ｏ
ｏ
ｃ
－
Ｈ
ｏ
◎
ト
一
　
司
２
く
Ｈ
｛
９
自
一
　
〇
・
一
　
■
へ
吻

　
い
ミ
ミ
ミ
サ
婁
辻
◎
汀
里
卜
、
迂
§
ミ
§
ミ
ミ
、
ミ
一
一
三
局
ｏ
≦
ｏ
「
『
；
つ
７
ｏ
ま
一
箏
雲
、
竺
」
竃
ト
之
○
」
．
弓
．
呂
ふ
ｏ
．

　
大
学
が
、
労
働
者
教
育
の
分
野
に
於
て
、
頂
要
な
る
地
位
を
占
め
な
い
西
欧
諸
国
と
し
て
は
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
西
独
乙
、

ベ
ル
ギ
ー
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諦
国
に
於
て
は
、
労
働
紺
合
運
動
は
、
政
治
的
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
を
興
に
す
る

左
派
、
右
派
、
ヵ
ト
リ
ツ
ク
派
等
の
陳
営
に
分
裂
し
て
お
り
、
従
っ
て
労
働
者
教
育
は
、
紅
合
ｎ
身
が
、
独
臼
の
立
場
か
ら
こ
れ
を

担
当
し
、
細
合
以
外
の
諸
機
閑
に
援
助
や
協
力
を
要
請
せ
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
組
合
白
身
の
実
施
す
る
労
働
者
教
育
は



主
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
○
目
取
狭
義
の
労
働
者
教
育
、
す
な
わ
ち
、
労
働
紅
合
教
育
で
あ
る
が
、
ン
、
○
際
特
定
の
政
治
的
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
に

よ
っ
て
、
組
合
員
を
訓
練
し
、
又
将
来
の
組
合
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
は
、
フ
ラ

ソ
ス
派
び
に
イ
タ
リ
ー
に
於
て
顕
著
で
あ
る
が
、
特
に
フ
ラ
ソ
ス
に
於
て
は
、
組
合
員
の
教
育
は
、
組
合
白
身
の
手
に
よ
っ
て
行
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
学
そ
の
他
の
教
育
関
係
機
関
に
こ
れ
を
委
任
す
べ
き
で
な
い
と
言
う
基
木
方
針
か
ら
、
大
学
は
寧
ろ
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
一
〕

教
育
に
於
て
敬
遠
さ
れ
た
形
で
あ
る
。
但
し
戦
前
の
Ｃ
Ｇ
Ｔ
に
於
て
は
、
労
働
者
教
育
が
プ
ロ
バ
ガ
ソ
ダ
か
ら
峻
別
さ
れ
、
、
〆
、
の
目
的

は
単
な
る
知
識
の
集
積
で
は
な
く
、
批
判
的
精
神
の
養
成
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
又
一
般
成
人
教
育
的
内
容
が
重
要
視

さ
れ
、
こ
れ
が
相
当
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
更
に
理
解
や
表
現
を
確
実
か
つ
適
切
に
す
る
も
の
と
し
て
、
フ
ラ
ソ
ス
語
教
育
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

要
が
力
説
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
近
の
Ｃ
Ｇ
Ｔ
ｌ
Ｆ
Ｏ
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
西
独
に
於
て
も
、
労
働

者
教
育
は
、
専
ら
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
び
に
そ
の
加
盟
組
－
八
口
が
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
学
は
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
註
二
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

者
教
育
や
成
人
教
育
に
は
、
殆
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
又
教
授
が
労
働
講
座
に
出
講
す
る
こ
と
も
、
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
労
働
組
合
教
育
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
紅
合
以
外
で
は
、
戦
後
一
般
成
人
教
育
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

環
と
し
て
、
＞
｝
筆
；
｛
－
ｇ
彗
が
、
労
働
者
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
が
注
口
さ
れ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
に
於
て
も
、
事
情
は

大
体
同
様
で
あ
り
、
労
働
者
教
育
に
於
て
は
、
各
派
労
働
組
合
企
因
中
央
機
閑
並
び
に
こ
れ
ら
に
加
朋
皿
す
る
各
組
合
が
指
導
権
を
も

っ
て
い
る
。
唯
そ
の
範
囲
は
、
単
に
労
働
閑
題
に
限
定
さ
れ
ず
、
広
く
成
人
教
育
的
分
野
を
も
包
播
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
労
働
者
教
育
は
、
一
方
で
は
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ー
に
接
近
し
、
他
方
で
は
、
英
国
並
び
に
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

ソ
ヂ
ナ
ピ
ャ
諮
国
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
双
方
の
中
問
に
ン
、
の
伎
慨
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
事
情
が
多
少
異
っ
て
い
ケ
。
ア
メ
リ
ヵ
の
労
働
組
合
運
動
は
、
｝
三
目
鶉
・
。
〇
三
；
ぎ
旨
　
に
立

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
ご
ニ
ハ
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
ご
ニ
ハ
四
）

脚
す
る
Ａ
Ｆ
Ｌ
が
指
導
権
を
掌
握
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
久
し
く
労
働
者
教
育
○
特
種
性
と
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
組

合
員
の
教
育
と
し
て
は
、
無
僕
の
公
立
学
校
教
育
で
事
足
り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
又
一
般
有
識
老
の
問
に
も
、
労
働
者
の
た
め

の
特
別
教
育
は
階
級
教
育
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
で
は
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
ン
、
れ
は
一
般
成
人
教
育
と
し
て
実

施
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
初
期
の
労
働
者
教
育
は
、
組
合
以
外
○
機
関
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
約
六
〇
余
に
上
る
全
国
的
又
は
地
方
的
な
い
わ
ゆ
る
労
働
大
学
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
組
合
と
提
携
し
つ
つ
、
労

働
老
教
育
を
担
当
し
た
訳
で
あ
る
。
大
学
も
一
九
二
〇
年
以
前
に
は
、
教
授
が
個
人
的
に
参
加
す
る
場
合
は
別
と
し
て
、
労
働
者
教

育
と
殆
ん
ど
何
等
の
組
織
的
・
検
極
的
関
連
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
労
働
組
合
の
大
学
に
対
す
る
偏
見
．
誤
解
に
帰
因
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ニ
ァ
ィ
ー
ル
以
後
に
於
て
は
、
事
情
が
変
化
し
た
。
現
在
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
並
び
に
ン
、
○
加

盟
紺
合
は
も
と
よ
り
、
独
立
労
働
組
合
も
独
白
の
労
働
者
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
一
九
四
四
年
以
後
は
、
大
学
と
の
関
係
が
密
接

と
な
り
、
戦
後
は
大
学
と
提
携
し
つ
つ
、
そ
の
労
働
者
教
育
活
動
を
拡
充
・
強
化
し
つ
つ
あ
る
。
一
九
五
九
年
に
於
て
、
教
育
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

の
専
任
老
を
お
く
組
合
が
、
全
国
的
紅
合
に
於
て
六
七
、
州
内
組
合
に
於
て
三
二
を
数
え
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
問
の
消
息
の
一
端
を

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
ア
メ
リ
ヵ
労
働
組
合
の
実
施
す
る
労
働
者
教
育
は
、
、
西
欧
諦
国
？
１
、
れ
と
異
り
、
特
定
の

政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
く
も
の
で
な
く
、
ン
、
の
内
容
も
団
体
交
渉
及
び
ン
、
の
他
の
組
合
活
動
に
直
接
必
要
な
諸
間
題
に
重
点
が

お
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
に
参
加
し
協
力
す
る
諦
大
学
の
労
働
者
教
育
の
範
閉
も
、
主
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
最
狭
義
の
労
働
老

教
育
、
柊
言
す
れ
ぱ
、
労
働
組
合
教
育
に
限
ら
れ
る
○
が
軌
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
関
説
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
れ
に
閑
し
て
；
百
す
べ
き
は
、
ヵ
ナ
ダ
の
労
働
者
教
育
の
状
態
で
あ
る
、
ヵ
ナ
ダ
労
働
糾
合
の
教
育
沽
動
に
は
、
戦
前
ま
で

見
る
べ
き
も
○
が
な
か
っ
た
が
、
検
後
は
、
ヵ
ナ
ダ
労
働
細
合
会
議
（
〇
一
一
…
＝
一
・
二
一
三
亮
・
・
孝
・
二
・
一
二
一
・
…
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
労
働



者
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
姶
め
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
ヵ
ナ
ダ
○
諸
大
学
も
、
最
近
労
働
者
教
育
に
漸
次
関
心
を
示
す
に
至
り
、

そ
の
結
果
、
ヵ
ナ
ダ
労
働
組
合
会
議
は
、
そ
の
教
育
部
を
通
じ
て
全
国
大
学
労
働
委
員
会
（
オ
隻
・
；
－
Ｃ
己
・
昌
。
。
身
■
、
げ
。
自
、
Ｏ
。
、
一
一
．

ヨ
葦
８
）
を
組
織
し
た
。
　
こ
れ
は
、
大
学
側
代
表
五
人
、
労
働
組
合
側
代
表
五
人
（
こ
の
中
に
ヵ
ナ
ダ
成
人
教
育
協
会
代
表
一
人
を
含
む

む
）
、
計
十
人
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
働
大
学
の
労
働
老
教
育
と
の
連
絡
、
ｏ
労
働
組
合
教
育
を
実
施
す
る
大
学
へ
の
援
助
、
◎
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

組
合
教
育
資
料
刊
行
の
勧
奨
、
な
カ
大
学
労
働
委
員
会
設
立
の
促
進
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
ソ
連
並
び
に
そ
の
他
の
共
産
国
家
に
於
け
る
労
働
者
教
育
で
あ
る
が
、
ソ
連
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
こ
で
の
労
働
組
合
教

育
は
、
専
ら
労
働
組
合
が
こ
れ
を
担
当
し
、
レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
に
労
働
組
合
大
学
、
モ
ス
コ
ー
に
労
働
組
合
通
信
大
学
を
設
置
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

あ
ら
ゆ
る
段
階
に
於
け
る
労
働
組
合
員
並
び
に
組
合
指
導
老
の
教
育
・
練
成
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
ソ
連
の
か
か
る
労
働

者
教
育
は
、
初
等
教
育
、
職
業
乃
至
技
術
教
育
、
文
化
教
育
、
杜
会
・
経
済
教
育
等
と
不
可
分
の
一
体
を
な
し
、
マ
ル
ク
ス
．
レ
ニ

ソ
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
ソ
連
の
一
般
教
育
制
度
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
者

教
育
と
そ
の
他
の
教
育
分
野
と
の
間
に
、
基
本
的
性
格
の
相
違
は
発
見
し
得
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
の
国
ソ
連

で
は
、
或
意
味
で
は
、
す
べ
て
が
労
働
者
教
育
で
あ
る
か
ら
、
自
由
国
家
に
於
け
る
労
働
老
教
育
の
概
念
を
基
準
と
し
て
、
こ
れ
を

律
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
東
欧
共
産
圏
諸
国
に
於
け
る
労
働
者
教
育
の
現
状
も
、
今
〉
、
の
詳
細
を
明
か
に
し
得
な

い
が
、
恐
ら
く
ソ
連
の
一
！
、
れ
と
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
推
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
ソ
連
並
び
に
東
欧
共
産
国
諸
国
を
し
ば
ら
く
除
外
す
れ
ば
、
我
六
は
、
一
応
次
の
ご
と
き
結
論
を
引
出

し
得
る
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
諸
国
に
於
け
る
労
働
者
教
育
の
範
囲
は
比
較
的
広
汎
な
も
の
で
あ
り
、
多
分
に
一
般
成
人
教

育
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
構
想
す
る
第
一
乃
至
第
二
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
○
が
支
配
的
で
あ
り
、

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
三
六
五
）



　
　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
Ｃ
　
（
一
一
ニ
ハ
六
）

こ
れ
は
労
働
組
合
自
身
の
実
施
す
る
労
働
老
教
育
に
も
、
或
程
度
妥
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
労
働
老
教

育
の
範
囲
が
、
主
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
第
三
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
、
換
一
言
す
れ
ば
、
最
狭
義
の
労
働
組
合
教
育
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
大
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
る
に
、
英
国
及
び
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
大
学
が
、
教
育
機
関
と
し
て
、
組
織
的
か
つ
積
極
的
に
、

労
働
者
教
育
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
中
に
於
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
国
で
は
、
未
だ
か
か
る
状
態
が
、

一
般
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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墨
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ミ
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享
賢
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ま
；
；
き
・
冒
寄
・
一
ヲ
、
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・
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べ
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オ
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・
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Ｏ
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芦
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彗
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實
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箏
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ミ
婁
、
墨
套
；
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二
ざ
３
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ミ
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ミ
・
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－
き
・
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宣
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一
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－
８
り
．
冒
）
・
Ｈ
Ｉ
冒
∴
拙
稿
「
労
働
者
教
育
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
」
　
（
大
阪
大
学
懇
済
学
、
第
十
一
巻
第
一
・
二
〈
ｎ
併
号
）
の
文
献
参
照

ぐ
つ
Ｇ
．
・
。
』
｛
胃
巨
彗
；
｝
９
げ
・
■
皇
§
一
ミ
ミ
き
；
一
ミ
§
、
ミ
ミ
ミ
ミ
・
・
ミ
～
一
一
ミ
；
一
Ｓ
三
一
二
ぎ
；
ミ
竃
ミ
ヘ
ニ
り
軍
勺
」
・

い
－
目
・
巨
身
…
一
■
き
・
自
・
二
、
・
一
．
軍
多
．
－
．
Ｈ
彗
．
事
・
。
ベ
エ
ご
〇
一
．
二
■
ぷ
；
｝
；
．
、
一
ミ
き
Ｓ
；
三
ミ
〇
一
ミ
ミ
一
二
〇
お
一
・
一
二
〇
〇
－
べ
・

↑
つ
穴
・
コ
。
葦
二
、
．
ミ
弓
．
Ｈ
竃
・
－
ミ
Ｈ
∴
ｑ
二
Ｈ
目
汁
．
＝
げ
．
○
寓
．
一
一
＞
ミ
ニ
・
Ｈ
一
．
寄
』
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

　
「
註
一
〕
　
フ
ラ
ソ
ス
に
於
て
も
、
戦
後
大
学
が
労
働
者
教
育
の
分
野
に
逃
出
し
姶
め
た
。
リ
ー
ル
（
二
＝
・
、
一
、
　
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
の
二
大
学
が
こ
れ



　
で
お
る
・
す
な
わ
ち
、
前
考
は
、
法
学
部
直
属
の
労
働
老
教
育
セ
ソ
タ
ー
を
設
置
し
、
又
一
九
五
〇
年
法
、
医
、
丈
各
学
部
共
同
利
用
の
研
究
セ

　
ソ
タ
ー
Ｈ
豪
庄
汁
巨
ら
塞
○
０
９
；
８
。
・
旨
箏
婁
邑
を
開
設
し
た
。
後
者
は
、
一
九
五
六
年
四
月
か
ら
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
と
提
携
し
て
、
労
働
組

　
合
教
育
の
先
駆
者
的
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
更
に
バ
リ
ー
大
学
が
、
労
働
省
、
文
部
省
と
共
同
で
Ｈ
豪
ご
巨
汁
（
－
ｏ
。
。
○
ｏ
ｏ
｛
。
、
一
。
。
。
。
Ｏ
ｏ
。
。
－
、
－
。
。
。
、
巨

　
Ｈ
；
く
巴
－
を
経
営
し
、
労
働
間
題
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
一
九
五
五
年
以
来
、
一
般
大
衆
を
対
象
と
す
る
労
働
問
題
講
座
を
開
設
す
る

　
に
至
っ
た
。
Ｏ
｛
．
一
〇
ｃ
ｏ
庁
ｐ
箏
Ｐ
口
ｏ
阜
￥
ｏ
、
・
こ
、
勺
勺
．
鶉
１
８
．

□
註
二
〕
　
西
独
逸
に
於
て
も
、
フ
ラ
ソ
ス
と
同
様
、
戦
後
大
学
が
労
働
者
教
育
に
関
心
を
示
す
に
至
っ
た
。
現
在
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
、
ハ
ソ
ブ
ル
グ
、

　
ウ
イ
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ
ェ
ソ
の
三
大
学
が
、
労
働
大
学
（
＞
庁
邑
¢
冒
ａ
ま
Ｈ
＞
｝
９
汁
）
を
附
置
し
て
、
労
働
考
教
育
活
動
を
開
始
し
た
。
フ
ラ
ソ

　
ク
フ
ル
ト
大
学
の
も
の
が
最
も
古
く
、
既
に
一
九
二
一
年
開
設
さ
れ
た
が
、
一
九
四
六
年
こ
れ
が
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
運
営
委
員
会
は
、
○
○

　
フ
ラ
ソ
フ
ル
ト
市
、
ヘ
ッ
セ
ソ
州
、
の
労
働
組
合
、
岬
大
学
の
各
代
表
者
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
経
費
は
、
市
．
州
．
組
令
が
分
担
し
、
大
学
は

　
主
と
し
て
設
傭
を
提
供
す
る
。
こ
の
外
、
学
生
に
対
す
る
成
人
教
育
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
、
キ
ー
ル
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
、
ゲ
一
チ
ソ
ゲ
ソ
の
諸
大

　
学
で
行
わ
れ
、
教
育
学
関
係
教
授
が
、
こ
れ
を
担
当
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
Ｐ
二
勺
彗
－
昌
彗
一
Ｑ
サ
。
羊
勺
・
レ
ｏ
．
Ｐ
一
〇
。
。
庁
、
、
、
Ｐ
口
。
自
ｑ
・
。
や

ミ
事
産
－
貞
事
ｍ
Ｏ
山
Ｈ
１
勺
．
買
一
峯
員
号
ミ
勺
・
畠
Ｐ

　
さ
て
与
え
ら
れ
た
予
定
の
紙
数
を
超
え
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
最
後
に
、
大
学
が
琳
独
で
又
は
労
働
細
合
ン
、
の
他
と
脇
同
し
て
労

働
老
教
育
活
轡
を
行
う
場
合
、
当
然
考
慮
さ
る
べ
き
若
干
の
主
要
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
素
描
を
試
み
、
粗
雑
な
る
木
稿
を
終
り
た

い
と
田
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
る
ご
と
く
、
ン
、
の
範
囲
に
つ
い
て
広
狭
の
藻
異
こ
ン
、
あ
れ
、
大
学
と
労
働
者
教
育
と
の

閑
連
が
最
も
密
接
な
国
は
、
英
因
と
ア
メ
リ
ヵ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
我
Ａ
も
専
ら
こ
れ
ら
両
因
に
於
け
る
大
学
の
労
働
者
教
育
を

対
象
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
賞
料
の
上
の
制
約
か
り
、
ア
メ
リ
ヵ
の
実
情
に
重
点
が
お
か
れ
る
、
い
又
我
六
が
大
学
と
労
働

　
　
　
大
学
と
労
働
老
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
三
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
三
六
八
）

老
教
育
と
の
関
連
を
追
求
す
る
場
合
、
労
働
組
合
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
労
働
大
学
」
は
除
外
さ
れ

る
。
こ
こ
で
大
学
と
称
す
る
場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
正
規
の
最
高
学
府
と
し
て
の
大
学
で
あ
る
。
し
か
も
か
か
る
大
学

が
、
一
つ
の
教
育
機
関
と
し
て
、
組
織
的
・
積
極
的
に
労
働
老
教
育
活
動
を
行
う
場
合
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
学
教
授
が
、

個
人
的
資
格
に
於
て
、
　
「
労
働
大
学
」
そ
の
他
の
労
働
者
教
育
講
座
に
出
講
す
る
よ
う
な
場
合
を
含
ま
な
い
。

　
一
応
か
か
る
前
提
の
下
に
、
大
学
と
労
働
者
教
育
と
の
関
係
を
考
察
す
る
場
合
、
第
一
に
間
題
と
な
る
の
は
、
ン
、
の
労
働
者
教
育

活
動
は
、
大
学
の
本
来
の
教
育
活
動
と
如
何
な
る
関
連
を
も
つ
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ば
、
大
学
は
、
如
何
な
る
組
織

を
通
じ
て
、
ン
、
の
労
働
者
教
育
を
実
施
す
る
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
大
学
拡
張
講
座

（
；
ぎ
ゑ
ｑ
穿
ざ
己
昌
）
で
あ
ろ
う
。
大
学
拡
張
講
座
を
、
　
「
実
杜
会
に
出
る
以
前
の
青
年
に
対
す
る
教
育
並
び
に
啓
発
を
目
的
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
一
〕
○
ｏ

す
る
大
学
構
内
の
伝
統
的
な
教
授
及
び
調
査
以
外
の
大
学
の
諸
活
動
を
総
括
す
る
も
の
」
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
確
か
に
労
働
者
教

育
も
、
大
学
本
来
の
伝
統
的
教
育
活
動
以
外
の
大
学
拡
張
講
座
の
形
式
を
と
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
も
ン
、
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
般
成
人
教
育
を
目
的
と
す
る
大
学
拡
張
講
座
運
動
の
歴
史
は
古
く
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
既
に
一
八
一
六

年
、
Ｏ
畠
¢
易
Ｏ
昌
品
¢
（
現
在
の
ラ
ツ
ト
ガ
ー
ス
大
学
）
の
一
教
授
が
、
化
学
に
関
す
る
公
開
講
座
を
行
っ
た
の
に
姶
ま
る
と
言
わ
れ
る

が
、
一
八
三
〇
年
に
は
、
コ
ロ
ソ
ビ
ヤ
大
学
も
、
市
民
講
座
を
開
講
し
て
お
り
、
二
〇
世
紀
の
十
年
代
に
於
て
、
こ
れ
が
軌
道
に
乗

る
に
至
っ
た
。
英
国
に
於
て
も
、
一
八
七
三
年
ケ
ソ
ブ
リ
ツ
ヂ
大
学
、
一
八
七
四
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
、
相
つ
い
で
大
学

拡
張
講
座
を
開
始
し
、
ン
、
の
後
英
国
の
す
べ
て
の
大
学
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
大
学
が
労
働
者
教
育
を
実
施
す

る
場
合
、
活
動
形
式
と
し
て
は
、
ン
、
れ
が
大
学
拡
張
講
座
と
な
る
に
し
て
も
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
大
学
が
学
内
○
機
構
乃
至
細
織
－
戸
し

し
て
、
大
学
拡
張
部
と
言
っ
た
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
，
　
尤
も
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
大
学
拡
張
部
（
フ
三
三
三
一



豆
、
一
。
。
一
。
こ
を
開
設
し
（
例
へ
ぼ
コ
ー
ネ
ル
大
学
）
、
こ
れ
を
通
じ
て
労
働
者
教
育
を
実
施
す
る
大
学
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
現
在
高
等

教
育
機
関
七
六
を
会
員
に
も
つ
ア
メ
リ
カ
の
全
国
大
学
拡
張
協
会
（
多
；
…
；
一
三
く
一
享
号
フ
庁
Ｃ
三
・
＝
／
。
。
き
。
ミ
一
Ｃ
目
）
も
、
　
一
九

二
四
年
以
来
、
常
設
の
労
働
者
教
育
委
員
会
を
組
織
し
て
、
労
働
者
教
育
に
異
常
の
関
心
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
同
協
会
の
最
近

　
　
　
　
　
　
３
）

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
１
五
二
年
に
於
て
、
全
米
大
学
拡
張
講
座
の
教
課
目
中
に
、
政
治
・
経
済
関
係
の
諸
問
題
が
著
し
く

増
加
し
、
総
受
講
者
中
三
人
に
一
人
は
小
学
校
の
教
師
で
あ
り
、
第
二
位
は
産
業
労
働
者
で
、
殆
ん
ど
同
数
に
近
い
比
重
を
占
め
、

特
に
大
西
洋
側
中
部
地
区
に
於
て
は
、
受
講
者
の
五
〇
％
以
上
が
労
働
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
大
学
拡
張
講
座
と
し
て
の

労
働
者
教
育
り
目
覚
し
い
進
出
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
特
別
の
大
学
拡
張
部
を
設
置
し
な
い
場
合
に
は
、
産
業
関
係
研
究
所
（
ヵ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
大
学
）
労
使
関
係
セ
ソ
タ
ー
（
！
一
）
昌
彗
ら

≠
、
目
、
・
。
。
ヨ
。
コ
汁
Ｏ
。
。
琴
（
エ
ー
ル
大
学
）
、
労
使
関
係
研
究
所
（
ラ
ツ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
イ
リ
ノ
ィ
大
学
）
を
設
立
し
、
　
こ
れ
ら
の
責
任
に

於
て
、
労
働
者
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
又
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
労
働
組
合
計
画
部
（
Ｈ
奏
一
Ｑ
Ｏ
己
昌
軍
。
。
・
；
昌
）
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
大
学
（
シ
ヵ
ゴ
）
で
は
労
働
者
教
育
部
、
ウ
イ
ス
コ
ソ
シ
ソ
大
学
で
は
労
働
者
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
者
教
育
を
担
当
し
て
い
る
・

”
！
、
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
機
関
が
、
現
実
に
労
働
者
教
育
活
動
を
行
う
に
当
っ
て
は
、
現
在
関
係
労
働
組
合
と
密
接
な
関
連
の
下
に

施
行
さ
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
も
、
最
初
労
働
組
合
は
、
大
学
に
対
す
る
不
信
か
ら
、
労
働
者
教
育
に
つ

き
大
学
に
援
助
を
求
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
復
雑
な
る
産
業
杜
会
に
於
て
、
労
働
組
合
が
そ
の
存
在
を
維
持
し
、
真
に

民
主
的
団
体
と
し
て
充
全
の
機
能
を
果
す
た
め
に
は
、
大
学
の
労
働
者
教
育
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
方
大
学
も
、
労

働
組
合
が
公
認
さ
れ
、
確
固
た
る
地
位
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
現
在
、
経
営
者
、
法
律
家
、
銀
行
家
等
に
奉
仕
す
る
と
同
様
な
意
味

に
於
て
、
労
働
者
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
。
特
に
こ
れ
は
公
費
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
州
立
乃
至
市
立
大

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
三
六
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
三
七
〇
）

　
一
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

学
に
於
て
そ
う
で
雲
・
か
く
て
、
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
先
に
土
言
し
た
ご
と
く
、
最
近
労
働
老
教
育
に
於
け
る
大
学
と
労
働

組
合
の
協
同
関
祭
・
と
志
緊
密
さ
を
加
え
て
来
た
。
特
に
戦
後
は
そ
う
で
あ
つ
て
、
か
か
る
関
係
に
一
層
の
抽
車
を
か
け
た
も

の
が
・
　
一
九
五
一
年
・
　
フ
ォ
ー
ド
財
団
成
人
教
育
補
助
金
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
大
学
労
働
者
教
育
委
員
会
（
、
目
汁
。
、
．
ｄ
目
一
く
。
、
。
。
、
汁
ｋ

■
註
・
。
巨
暮
き
昌
ｏ
。
昌
邑
汁
↑
８
）
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
八
つ
の
大
学
の
代
表
老
と
当
時
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
並
び
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
代
表
老
を
も
つ

て
構
成
さ
れ
た
が
・
そ
の
仕
事
の
；
は
、
労
働
老
教
育
に
於
け
る
大
学
と
労
働
組
合
の
協
同
関
係
を
強
化
す
る
方
策
を
検
討
す
る

に
あ
一
た
・
え
は
・
周
知
の
よ
う
に
・
一
イ
ヤ
ー
乳
蟻
一
ギ
一
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
ー
ヵ
の
諸
大
学
に
於
け
る
労
働

老
教
育
活
動
に
・
多
大
の
刺
戟
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
。
一
九
五
七
年
、
こ
の
委
員
会
は
震
的
解
消
蓋
げ
て
、
現
在
は
全
国
労

働
老
教
育
研
空
所
一
重
…
二
姜
・
・
；
；
げ
・
；
曇
葦
一
が
創
設
さ
れ
、
全
国
的
規
模
に
於
い
て
、
大
学
の
労
働
者
教
育

に
関
す
る
運
絡
並
び
に
調
査
の
本
拠
差
っ
て
い
る
。
か
く
て
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
大
学
が
労
働
老
教
育
を
実
施
す
る
場
合
、
教

課
内
容
の
決
定
・
講
師
の
選
択
、
経
費
の
負
担
等
に
つ
い
て
、
組
合
側
の
代
表
を
加
え
た
諮
問
委
員
会
の
ご
と
き
＾
の
を
設
立
し
、

労
働
組
合
の
意
向
を
充
分
反
映
享
方
奈
、
一
般
的
に
採
用
苫
れ
て
い
る
。
な
幸
イ
ヤ
、
の
調
査
に
丈
ば
、
一
九
芸
年

に
於
て
・
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
少
く
と
も
十
五
の
大
学
が
、
通
年
何
等
か
の
労
働
者
教
育
を
行
つ
て
い
る
と
一
一
、
口
わ
れ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
・
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
諸
大
学
の
労
働
老
教
育
は
、
特
別
の
機
関
を
通
じ
て
、
労
働
組
合
と
の
直
接
的
協
同
閑
係

の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
英
因
に
於
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
大
学
が
直
接
独
ｎ
の
も
の
を
実
施
す
る
場
合
を
除
き
、

そ
れ
は
労
働
老
教
育
協
会
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
大
学
は
正
規
の
学
部
以
外
に
、
労
働
者
教
育
を
担
当

す
る
た
め
の
特
別
部
門
一
邑
…
…
；
｛
・
ご
…
一
一
を
藩
し
、
こ
れ
ら
が
潟
姦
慨
会
と
提
携
し
て
、
労
働
者
整
、
活
動

に
参
加
し
て
い
る
・
菌
・
殆
ん
ど
す
べ
て
の
大
学
が
、
か
か
る
方
法
に
よ
つ
て
篇
蓑
育
妄
施
し
て
い
る
が
、
一
九
埋
一
年



以
来
、
Ｈ
・
。
自
ｑ
。
自
０
っ
Ｏ
ぎ
Ｏ
Ｈ
◎
｛
厚
昌
◎
昌
一
８
は
、
労
働
組
合
幹
部
養
成
の
た
め
○
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
・
最
初
三
ヶ
年
に
亙
る
夜
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
年
の
定
住
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
、
大
学
自
身
が
開
設
す
る
労
働
者
教
育
計
画
の
一
つ
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

　
第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
受
講
老
の
範
囲
で
あ
る
。
英
国
に
於
け
る
労
働
者
教
育
協
会
の
労
働
講
座
は
、
実
質
的
に
は
、
労
働

老
乃
至
職
員
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
受
講
者
は
、
労
働
者
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
間
題
は
な
い
。
し
か
し
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
受
講
者
を
労

働
組
合
員
又
は
労
働
者
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
有
力
で
あ
る
。
尤
も
エ
ー
ル
、
ラ
ッ
ト
ガ
ー
ス
・
ミ
シ
ガ
ソ
・
ヵ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ャ
等
の
諸
大
学
で
は
、
単
に
労
働
考
の
み
な
ら
ず
、
経
営
老
、
公
務
員
等
に
対
す
る
労
働
講
座
を
も
開
講
し
て
い
る
が
、
そ

の
際
労
使
に
対
し
て
、
全
く
同
一
の
講
座
を
提
供
す
べ
き
か
、
或
は
労
使
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
六
の
講
座
を
準
縢
す
べ
き
か
が

問
題
と
な
る
。
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
、
労
使
閑
係
教
育
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
塊
在
賛
否
両
様
の
議
諭
が

あ
る
。
労
働
細
合
側
は
、
大
体
に
於
て
こ
れ
に
反
対
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
詳
細
に
は
立
入
ら
ぬ
。
な
お
受
講
者
の

募
集
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
一
般
に
閑
係
労
働
組
令
と
の
協
力
に
よ
っ
て
行
れ
る
が
、
細
合
の
箏
務
所
に
於
て
直
接
宜
伝
す

る
方
法
も
と
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、
所
幹
紅
合
か
ら
選
抜
し
て
派
迷
さ
れ
、
公
募
は
し
て
い
な
い
・

　
第
三
に
、
大
学
の
労
働
劣
教
ム
。
と
し
て
は
、
如
何
な
る
タ
ィ
プ
の
も
の
が
行
わ
れ
る
か
。
ウ
ェ
ヤ
ー
女
史
は
、
次
の
五
つ
の
も
の

　
　
　
　
　
６
）

を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
０
Ｄ
一
又
ニ
セ
メ
ス
タ
ー
の
定
仕
計
画
、
四
六
－
八
週
閉
に
亙
る
週
大
一
呵
講
座
、
働
五
－
二
〇
迦
…

に
亙
る
侮
週
学
内
諦
座
、
ゆ
拡
張
教
育
（
細
く
〕
会
館
そ
の
他
労
働
者
の
使
利
な
場
所
で
行
わ
れ
る
ク
ラ
ス
）
、
伺
特
別
計
画
が
こ
れ
で
あ
ろ
・

又
ヶ
リ
ソ
ソ
は
、
一
九
五
〇
年
の
彼
の
調
企
に
基
き
、
Ｏ
リ
払
張
教
室
、
四
講
義
並
び
に
映
画
に
よ
る
討
諭
、
ゆ
大
学
構
外
Ｏ
会
議
並

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
三
七
一
）

●



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
策
十
巻
・
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
一
三
七
二
一

び
に
講
座
・
寮
孝
校
の
四
つ
に
類
別
し
て
い
仙
。
英
同
冠
状
を
詳
に
し
莫
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
労
働
者
教

育
○
方
法
乃
至
技
術
間
魑
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

笛
に
労
働
裏
育
○
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
教
育
が
一
護
人
箒
的
幕
暴
い
英
同
で
は
、
大

し
た
間
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
労
働
組
合
教
育
を
主
体
と
す
る
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
箏
情
が
異
ろ
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ

リ
ヵ
に
於
て
は
・
労
働
者
教
育
の
教
課
口
と
し
て
、
団
体
交
渉
を
巾
心
と
す
る
労
働
紅
く
口
閑
係
○
諾
閉
題
が
最
も
重
要
視
さ
れ
ろ
。

尤
も
最
近
は
、
杜
会
・
経
済
問
題
・
国
際
間
題
等
を
広
く
と
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
全
国
労
働
者
教
育
研
究
所
の
桁
導
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

下
に
・
そ
の
範
閉
が
漸
次
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
注
口
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
労
働
者
教
育
の
教
課
内

容
は
・
あ
く
ま
で
労
働
煮
の
汎
実
的
必
要
を
み
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
俊
一
一
、
一
口
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
労
働
老
教
ム
。

が
・
現
状
に
於
て
は
な
お
労
働
組
合
教
育
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ン
、
れ
は
労
働
組
合
員
○
実
際
の
必
要
を
考
慮
し
た
も
の
た
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

要
す
る
の
で
あ
る
・
こ
れ
に
関
し
て
、
マ
ィ
ヤ
ー
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
場
合
を
考
え
て
い
る
。
四
労
働
組
合
上
級
幹
部

（
全
因
・
州
・
地
区
組
織
の
専
従
幹
部
）
、
四
地
方
組
合
幹
部
、
倒
労
働
者
教
育
専
門
家
、
ゆ
一
般
組
合
員
が
こ
れ
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の

人
六
の
要
求
は
、
そ
の
地
位
の
異
る
に
従
っ
て
一
様
で
あ
り
得
な
い
。
従
つ
て
、
、
１
、
れ
ぞ
れ
異
つ
た
内
容
の
教
課
が
準
傭
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
・
こ
の
場
合
に
、
大
学
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
六
の
教
育
的
要
求
を
充
足
す
る
た
め
に

貢
献
す
べ
享
葦
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
詳
論
も
、
紙
幅
の
制
限
か
竺
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
２
一
般
組
合
員
に
対
す
る
教

育
は
・
組
合
ｎ
身
が
行
つ
か
、
或
は
大
学
絵
薩
に
譲
る
べ
き
で
膏
、
大
学
と
し
て
は
、
０
Ｄ
、
四
、
２
対
す
る
教
育
を
担
当

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
・
萎
又
最
近
に
於
け
る
大
学
の
労
働
裏
育
は
、
蓉
幹
部
Ｏ
蔑
に
、
”
一
、
Ｏ
重
”
一
が
麦
れ
つ
つ
あ
る
。

特
に
８
場
今
は
、
一
し
↑
ド
、
丁
ル
、
ラ
ツ
ー
ガ
よ
二
請
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
。
隆
・
専
門
化
し
た
組
合
幹
郡



養
成
教
育
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
大
学
が
か
か
る
労
働
老
教
育
を
実
施
す
る
場
合
、
研
究
の
自
由
（
一
一
蔓
一
§
ま
ぎ
・
・
一
；
一
）

は
堅
持
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
中
立
的
立
場
に
立
つ
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
あ
く
ま
で
客
観
的
立
場
か
ら

批
判
的
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
が
、
特
定
の
政
治
的
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
に
基
き
組
合
員
を
訓
練
す
る
こ
と
は
、
大
学
本
来
の
任
務
で

は
な
い
。

　
第
五
に
は
、
労
働
者
教
育
に
於
け
る
教
師
の
問
題
が
あ
る
。
労
働
運
動
に
経
験
を
も
ち
、
労
働
老
の
心
理
を
理
解
し
、
実
際
の
体

験
に
則
し
つ
つ
、
労
働
老
の
言
葉
で
講
義
を
な
し
得
る
す
ぐ
れ
た
教
師
は
、
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
従
来
の
大

学
に
於
け
る
伝
統
的
教
育
方
法
は
、
そ
○
ま
ま
こ
れ
を
労
働
者
教
育
に
適
用
し
て
も
、
充
分
な
効
果
を
あ
げ
難
い
。
最
近
労
働
者
教

育
に
於
て
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
ォ
、
映
画
、
図
表
等
の
い
わ
ゆ
る
音
覚
・
視
覚
的
手
段
の
採
用
が
口
立
っ
て
来
た
の
は
、
そ
の
原
因
〇

一
つ
が
、
こ
こ
に
存
す
る
と
言
え
よ
う
。
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
、
現
在
勝
れ
た
労
働
老
教
育
教
師
の
不
足
が
訴
え
ら
れ
、
そ
の
養
成
が

緊
急
閉
趣
と
な
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
晃
大
学
の
労
働
者
教
育
に
期
待
さ
る
べ
き
重
要
な
課
趣
で
あ
る
。

　
猟
六
に
、
ン
、
う
し
て
最
後
に
財
源
乃
弔
経
費
の
閉
題
が
あ
を
。
英
因
に
於
て
は
、
大
学
の
経
費
、
組
合
の
分
担
金
、
受
講
老
の
聴

識
料
の
外
に
、
旧
家
か
ら
の
補
助
金
（
教
育
費
の
約
七
五
％
に
当
る
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
経
孜
が
賄
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ

に
於
て
は
、
企
然
無
償
で
労
働
＊
教
育
を
実
施
す
る
大
学
（
例
へ
ば
二
、
三
の
宗
派
的
大
学
）
が
な
い
で
も
な
い
が
、
一
般
に
は
、
大
学

の
経
費
の
一
椰
を
支
出
し
、
叉
淋
劣
の
扱
業
料
、
細
く
り
Ｏ
分
担
金
、
私
的
財
団
ン
、
の
他
か
ら
の
寄
附
金
符
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
州
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

大
学
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
州
政
府
か
し
の
袖
助
金
が
交
附
さ
れ
る
。
一
九
五
六
年
、
ヶ
リ
ソ
ソ
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
少
く
と
も

一
四
の
大
学
が
、
公
孜
に
よ
ろ
逝
年
の
労
働
者
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
連
邦
政
府
か
ら
の
労
働

老
教
有
に
対
す
る
補
助
金
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
反
対
も
あ
っ
て
、
英
国
の
よ
う
に
、
未
だ
制
度
化
さ
れ
る
に
全
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
三
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
三
七
四
）

　
財
源
に
つ
い
て
特
に
間
題
と
な
る
の
は
、
受
講
者
の
魚
担
す
る
授
業
料
乃
至
聴
講
料
で
あ
る
。
果
し
て
労
働
者
が
、
、
〆
、
の
負
担
に

堪
え
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
一
部
分
又
は
全
額
を
組
合
が
負
担
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
家
庭
や
職
場
を
灘
れ
て
、
梢
六
長
期

的
な
定
佳
労
働
講
座
に
出
席
す
る
紅
合
幹
部
に
つ
い
て
は
、
旅
費
ヤ
滞
在
費
、
家
族
員
の
生
活
費
の
配
慮
が
間
趣
と
な
る
。
こ
れ
は

有
給
休
服
と
も
閑
連
す
る
が
、
労
働
者
に
は
極
め
て
切
実
な
間
題
で
あ
る
。
又
余
り
長
期
に
亙
る
組
合
幹
部
の
教
育
計
画
は
、
組
合

の
仕
箏
と
の
閑
係
も
あ
り
、
適
当
で
は
な
い
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
、
最
初
九
ヶ
月
の
コ
ー
ス
を
、
組
合
側
の
要
求
で
、
現
在
の
十

三
週
問
に
短
締
し
た
の
は
、
か
か
る
事
情
に
基
く
。

　
な
お
大
学
の
労
働
者
教
育
活
動
は
、
そ
れ
が
単
に
労
働
者
ヘ
サ
ー
ピ
ス
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
労
働
間
題
に
対
す
る
調
査
研
究
と

も
閑
連
を
も
っ
て
い
ろ
。
労
働
者
教
育
に
於
け
る
調
査
研
究
を
強
調
す
る
の
は
、
エ
ー
ル
大
学
で
あ
る
。
又
労
働
者
教
育
に
使
川
さ

れ
る
韓
書
の
塑
．
刊
僻
・
大
学
に
課
せ
｛
り
れ
た
仕
ま
；
で
奪
う
。
二
分
野
を
特
に
重
叢
し
て
い
る
の
は
、
シ
カ

ゴ
大
学
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
於
て
、
大
学
が
労
働
者
教
育
を
実
施
す
る
場
合
に
直
一
阿
す
る
主
要
間
題
を
項
口
別
に
列
挙
し
、
ア
メ
リ
ヵ
の
現
状
を
中
心

に
し
て
、
そ
れ
ら
に
簡
単
な
る
解
説
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
項
口
は
、
何
れ
も
今
少
し
立
入
っ
て
詳
論
さ
る
べ
き
多
く

の
間
題
を
包
含
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
意
識
的
に
保
留
し
、
別
稿
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
し
た
。
英
因
労
働
者
教
育
協
会
の

一
九
五
四
－
五
五
年
度
報
告
杵
に
よ
れ
ぱ
、
同
協
会
の
開
設
し
た
五
、
五
〇
〇
の
コ
ー
ス
の
う
ち
、
大
学
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
三

年
課
程
の
ク
ラ
ス
は
雌
か
八
四
五
コ
ー
ス
で
あ
り
、
参
加
者
も
一
万
一
千
五
百
人
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
れ
が
、
同
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

会
の
教
育
沽
動
の
バ
ッ
ク
・
ポ
ー
ソ
を
な
す
と
言
わ
れ
仙
。
又
ア
メ
リ
ヵ
で
も
、
ヶ
リ
ソ
ソ
の
調
奔
し
た
範
囲
内
で
は
、
一
九
四
九

－
五
〇
年
○
学
年
度
に
於
て
、
大
学
が
参
加
し
た
あ
ら
ゆ
る
労
働
持
教
育
沽
動
に
、
約
五
万
人
の
労
働
着
が
参
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。



現
在
英
国
の
組
織
労
働
者
数
九
百
万
人
、
米
国
の
そ
れ
は
一
千
八
百
万
人
を
数
え
る
が
、
大
学
の
労
働
考
教
育
は
、
両
国
に
於
て
、

何
れ
も
組
織
労
働
者
の
一
少
部
分
に
浸
透
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
最
初
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
労
働
者
教
育
は
、
第
一
次
的
に
は
、
関
係
労
働
組
合
の
負
担
と
責
任
と
に
於
て
実
施
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
大
学
は
、

他
の
諸
労
働
者
教
育
機
関
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
分
を
分
担
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
婁
言
す
れ
ば
、
大
学
は
、
労
働
組
合
の
実
施
す
る

労
働
者
教
育
を
援
助
し
又
は
補
完
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
労
働
者
教
育
活
動
に
於
け
る
地
位
と
役
割
は
、
重

か
つ
大
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
１
Ｌ
Ｏ
の
労
働
者
教
育
専
門
家
委
員
会
も
、
そ
の
報
告
書

に
於
て
、
特
に
こ
の
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
寄
勺
・
ユ
勺
０
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
．
九
．
二
四
稿
）

い
　
曽
○
二
〇
ｐ
』
．
戸
一
§
“
ミ
奏
ヘ
ミ
向
ミ
§
ぎ
§
ミ
“
ぎ
§
ミ
、
い
ぎ
ぎ
．
Ｈ
竃
・
。
．
勺
．
ｏ
．

の
Ｐ
一
・
。
一
邑
品
Ｐ
一
）
．
彗
ら
豪
・
Ｐ
Ｐ
婁
一
・
婁
ミ
睾
一
§
い
ミ
ニ
三
冒
２
・
一
〇
零
・
・
麦
９
｝
・
・
。
三
邑
・
。
・
一
；
・
婁
く
・
一
．
Ｈ
ｍ
．

　
弓
．
奏
干
・
。
Ｏ
∴
髪
争
Ｏ
－
。
・
８
一
Ｓ
．
ミ
．
弓
．
塞
Ｈ
Ｉ
竃
．
二
自
○
ユ
Ｏ
Ｐ
｛
．
ミ
．
署
．
甲
旨
．
勺
Ｐ
お
○
山
Ｈ
．

↑
オ
Ｏ
｛
二
峯
・
算
Ｏ
Ｐ
事
・
斤
や
ｏ
Ｈ
ら
．
Ｈ
貝
勺
．
畠
べ
．

↑
○
　
旨
“
ｐ
｛
．
ミ
一
勺
．
；
．

伺
Ｏ
・
○
庁
彗
Ｏ
ウ
昌
ｑ
号
ミ
．
勺
．
芦

ゆ
　
　
Ｏ
｛
二
！
く
２
『
９
０
．
勺
．
一
ト
ｓ
ぴ
Ｑ
Ｈ
向
～
ミ
、
ｓ
，
Ｑ
ミ
～
ミ
ｑ
｝
、
ｅ
、
奏
辻
、
ラ
Ｈ
ｏ
心
９
勺
づ
．
Ｎ
０
Ｉ
ｏ
ｏ
り
．

い
Ｏ
｛
二
嚢
三
。
・
昌
Ｌ
．
Ｆ
甲
一
ミ
・
き
；
．
寒
§
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
・
い
ミ
ト
ミ
一
．
－
雷
－
ら
１
鼻
。
二
・
÷

ゆ
　
　
Ｏ
｛
二
勾
○
ｏ
ｑ
－
Ｐ
■
．
一
Ｈ
、
～
Ｏ
，
ｓ
ミ
的
、
ミ
恥
」
く
亀
“
ミ
、
“
べ
『
、
ｓ
、
～
Ｓ
，
Ｑ
ミ
■
、
ミ
〔
ｓ
、
◎
ミ
一
－
目
一
　
↓
ブ
ｏ
　
＞
－
自
ｏ
ユ
ｏ
ｐ
コ
　
勺
２
－
ｏ
『
２
ご
○
目
７
汁
・
－
巨
コ
ｏ
・

　
弓
．
甲
ト

ゆ
　
ｐ
ニ
ソ
コ
『
９
冬
．
ミ
．
勺
勺
．
轟
山
Ｈ
．

０
０
寄
・
去
；
Ｈ
．
Ｈ
Ｌ
．
甲
彗
ら
■
２
ぎ
．
甲
＞
．
』
き
ミ
ト
ミ
一
き
冬
号
嚢
ミ
ミ
§
」
畠
◎
ら
．
夷

帥
Ｏ
Ｏ
・
片
彗
・
一
Ｕ
昌
亨
§
、
一
ら
』
◎
．

　
　
大
学
と
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
三
七
五
）

一
８
岬
．

畠
彗
．



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

五
〇
　
（
三
七
六
）

樽
　
〆
ｏ
ｑ
后
ｏ
ｐ
喜
．
、
“
．
？
Ｈ
Ｏ
ｍ
．

〔
註
一
〕
　
ア
メ
リ
ヵ
に
於
て
は
、
大
学
拡
張
講
座
の
中
に
、
次
の
ご
と
き
諸
活
動
が
包
含
さ
れ
る
。
い
す
な
わ
ち
、
い
通
信
教
授
、
の
講
義
、
ゆ
夏

　
季
学
校
、
↑
Ｏ
拡
張
教
室
（
■
×
ざ
豪
｛
；
９
畠
。
。
鶉
）
、
伺
印
刷
出
版
、
ゆ
夜
問
学
校
及
び
定
住
セ
ソ
タ
ー
（
、
ｃ
。
。
己
、
ま
。
。
ま
、
、
）
の
活
動
、
い
図

　
書
貸
出
、
働
フ
ィ
ル
ム
並
び
に
視
覚
教
材
提
供
、
ゆ
会
議
、
講
座
、
短
期
講
習
会
、
¢
◎
ラ
ヂ
ォ
講
座
、
帥
労
働
組
合
そ
の
他
の
諸
団
体
に
対
す
る

　
特
別
奉
仕
等
が
こ
れ
で
お
る
。
　
Ｐ
二
旨
Ｏ
ユ
昌
．
喜
．
ミ
．
勺
．
ｏ
．
ラ
お
Ｈ
．

□
註
二
〕
　
旨
オ
９
■
註
昌
■
ｑ
目
竃
庄
；
・
－
り
塞
・
が
こ
れ
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

□
註
三
〕
　
巨
き
ユ
ｏ
ｑ
享
一
＞
．
＞
二
ｑ
ミ
“
§
卜
§
き
葛
ミ
寸
『
§
“
ま
ミ
．
宕
胃
∴
『
膏
ｑ
乏
ミ
を
ミ
ミ
ｏ
ミ
ミ
篭
一
ｑ
ミ
ミ
向
、
§
ミ
“
ｃ
ミ
い
ミ
ミ
貝

　
ト
き
ミ
、
６
い
ぎ
ぎ
ぎ
ミ
ミ
ミ
」
さ
“
；
．
宕
雷
．
等
は
、
か
か
る
試
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